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１．はじめに 
 通信総合研究所では、従来の４倍の記録速度（１０２４Ｍｂｐｓ）をもつギガビットデー

タレコーダを中心にしたギガビットＶＬＢＩシステムの開発を行ってきた。ギガビットＶＬ

ＢＩシステムは、弱い連続波電波源のＶＬＢＩ観測を第一の目的として開発を行っており、

今後臼田６４ｍ－鹿島３４ｍ基線や野辺山４５ｍ－鹿島３４ｍ基線といった高感度ＶＬＢＩ

基線での観測を計画している。一方、測地ＶＬＢＩ実験では二周波帯で観測することで電離

層遅延補正を行ったり、複数のチャンネルの相関データをバンド幅合成することで等価観測

帯域幅を大きくすることが必要であり、１４もしくは１６チャンネルのサンプルデータを記

録する方式が一般的に用いられている。しかし、ギガビットＶＬＢＩシステムでの観測は、

信号対雑音比を大きく改善することが可能であり、小口径アンテナを用いた観測や与えられ

た時間内の観測数を増加させるという点で大きな利点をも

っている。そこで、岐阜大学に口径３ｍのアンテナを中心と

した超小型ＶＬＢＩ観測システムを移設し、ギガビットＶＬ

ＢＩシステムによる測地ＶＬＢＩ実験を行うことを計画し

た。本稿では、この実験を中心にしてギガビットＶＬＢＩシ

ステムによる測地ＶＬＢＩ実験の概要と、これまでの進捗状

況について報告する。 

 超小型ＶＬＢＩシステム（図１）は、１９８７年に開発さ

れ、稚内・沖縄・南大東島といった各地に移動して測地ＶＬ

ＢＩ実験に用いられた。小さな口径で高精度の測地ＶＬＢＩ

実験を行うために、受信周波数帯はＸバンドのみとし、その

かわりに７４０ＭＨｚという広い周波数帯を受信できるこ

とが特徴である。Ｓバンドの受信系がないために、ＧＰＳ受

信機による観測を同時に行うなどの方法で電離層遅延を補

正する必要があるが、１つのチャンネルで広帯域を観測するギガビットＶＬＢＩシステムの

利点を示すには最適なシステムである。 

 

２．超小型ＶＬＢＩシステムの移設と観測 
 超小型ＶＬＢＩシステムは、１９９５年１月に小金井で実験を行って以来、一度もＶＬＢ

Ｉ観測に使用されていなかったため、まずアンテナと観測シェルターの改修を行い、その後

１９９９年１１月に岐阜大学構内に移設した。岐阜大学に設置した超小型ＶＬＢＩシステム

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図１ 超小型ＶＬＢＩシス 
    テム３ｍアンテナ 



 

 

の概観を図２に示す。３ｍアンテナの右に写っているのは観測装置や水素メーザー装置を収

納するためのシェルターで、左には同時に観測を行うＧＰＳアンテナが写っている。３ｍア

ンテナを設置する前には、アンテナの基礎部にＧＰＳアンテナを設置し、１週間程度の観測

を行った。さらに３ｍアンテナの基礎とＧＰＳ受信機の基礎間の水準測量を実施して、ＧＰ

Ｓによる測位とＶＬＢＩによる測位のコロケーションによる比較を行うことが可能となって

いる。 

 ギガビットＶＬＢＩシステムを測地ＶＬＢＩ実験に使用するために、まずＧＩＣＯ

（GIga-bit COrrelator）の出力から正確な遅延時間と遅延時間変化率を計算するプログラム

と、その結果から測地ＶＬＢＩ解析用のデータベース（Ｍｋ－３データベース）を出力する

プログラムの作成を開始した。これらのプログラム開発に用いる実際のデータを取得するこ

とを目的に、１９９９年１０月１９日にＫＳＰの鹿嶋局と小金井局での観測を実施した。Ｋ

ＳＰでは、ＩＦとして５００～１０００ＭＨｚの周波数帯を使用しているので、ハイブリッ

ドミキサーとシンセサイザによる５００ＭＨｚＣＷ信号とから０～５００ＭＨｚのベースバ

ンド信号に変換して１０２４Ｍｂｐｓのサンプラーユニットに入力した。ＫＳＰシステムの

３つある受信機系のうち、Ｘｈｉｇｈ信号出力を観測に使用した。観測は約６時間行い、ギ

ガビットＶＬＢＩシステムでの観測と同時にＫＳＰシステムによる観測も行って比較データ

とした。表１は、現在までに開発されたプログラムで解析したときの比較結果である。 

 

表１ ＫＳＰシステムによる解析結果との比較 

 

比較結果は、ギガビットＶＬＢＩシステムの結果はまだ期待される性能を発揮していないこ

とを示しているが、各種のプログラムはまだ不完全な部分があるので、今後も引き続いて改

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 岐阜大学構内に設置した超小型ＶＬＢＩシステムとＧＰＳアンテナ（左） 

K-4 (KSP) Giga-bit System
RMS Delay 48 ps 183 ps
Baseline Length 109099666.04

   ± 3.69 mm
109099667.87
  ± 13.14 mm



 

 

良を継続する予定である。 

 

３．今後の計画 
 岐阜大学に移設された３ｍアンテナは、現在、軸校正観測などの調整を行っており、本観

測に向けた準備が順調に進められている。２０００年１月には水素メーザーやギガビットＶ

ＬＢＩシステムなどの観測システムを岐阜大学に運搬し、はじめての本格的な２４時間の測

地ＶＬＢＩ観測を１月１８日に実施する予定である。この観測では、鹿島３４ｍ局と岐阜大

学３ｍのＸバンド（８１８０～８６００ＭＨｚ）のＩＦ（１００～５２０ＭＨｚ）を低域通

過フィルター（Ｔｃ＝５００ＭＨｚ）で帯域を制限した後１０２４Ｍｂｐｓでサンプリング

してギガビットデータレコーダで記録する。また、３月までに２回目の本実験を実施して、

ギガビットＶＬＢＩシステムによる測地ＶＬＢＩ実験の有効性を示したいと考えている。 

 


